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　作品の書かれた時期を自筆譜のなかに読みとろうという試みがこの論文の目的であるが、

この作業は実に難かしく、自筆譜と対面するたびに、ときには違って見えてくることがあ

る。楽譜は、残念ながらあくまで記号であってあまり多くを語ろうとはしないが、記号の

記入の方法、書きこまれた文字のちょっとした違いにも気を配りながら観察すると、すご

い迫力で楽譜がせまってくることもある。

　ショパンは作曲をする時には、すごい苦しみようをし、何度も何度も同じパッセージを

繰り返して弾き、それを書いては消し、歩きまわり、そして再び筆をとって、又もとのパ

ッセージを繰り返して弾き、納得する音の流れを得るまでは決して止めようとはしなかっ

た、とジョルジュ・サンドは書いている（“Un　hiver　a　Majorque”）。ショパンのスケッチは、

観察するものを悩ませるほど書き散らしてある。現存するその種のスケッチの束では、作

品65・チェロ・ソナタのものなどは、それに属するものであろう。もともと、スケッチは

書いた当人のみが理解できればよいものであり、他人に見せるためのものではない。チェ

ロ・ソナタのスケッチは、当時の彼の不安定な精神状態や肉体の衰えを示すかのように乱

れていて、スケッチの各リーフが作品のどの部分にあたるのかさっぱり見当もつかないほ

ど書きなぐられている。例えこうした乱れたスケッチでも残されていたならば、作曲の経

過や、作曲を終えた時期を判断するのに役立つところであるが、チェロ・ソナタ以外には

スケッチの束はあまり残されていない。若し、サンドの観察した作曲中のショパンの苦悩

が本当の姿であるとするならば、もっと沢山のスケッチの束が残されていてしかるべきだ

と思われるのであるが、その形跡はない。プレリュードの中には、明らかにスケッチの形

跡のまXマヨルカに持ちこまれたと判断できるものがかなり多くみうけられ、三年余りの

時間を費やしたチェロ・ソナタは一種の例外を示すスケッチの束である。チェロ・ソナタ

では、最：初の一音をあるいはひとつのパッセージを楽譜の中に記すまでの苦しみで、ショ
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パンはいらいらと歩きまわったり、ピアノの前から離れたり、ペソを持ったりという不安

定な精神状態を示したのであろう。プレリュードに関しては、これとは違ってかなりスムー

ズにスケッチ化されていったものであると考えてよい。

　第10番、嬰ハ短調のプレリュードには、スケッチが残されており、このスケッチに記さ

れた日付けをもって完成の日とみる研究者もいる。このスケッチには第2・4番のプレリ

ュードのスケッチと他に嬰ハ短調と変ロ短調のスケッチが書きつけられ、「1838年11月28

日パルマ」という日付けが書きこまれているという。チェリストのピアチゴルスキ一家の

所有していたこのリーフが現在誰の所有するものであるかは不明であるが、作品41の1の

マズルカのスケッチも含まれているというこのスケッチ譜を私はまだ見たことがないため、

この日付けをもってこの曲の完成の時期と断定してしまうことは難かしい。このスケッチ

を見たのであろうトーマス・ヒギソスは、嬰ハ短調のスケッチは現在の第10番とは似ても

似つかない作品であると断定している。若しもヒギソスの判断が正しいとするならば、嬰

ハ短調のプレリュードの完成の時期を、1838年11月から12月の作と決定づけるモーリス・

ブラウンの説は疑わしいと言わなければならない。ショパンはll月7日にマヨルカに到着

し、しばし市内のホテルに滞在したのち発病し、ホテルを追われるように出てソン・ヴァ

ンに移っている。12月15日は、彼の咳の発作が一番ひどいときであり、ジョルジュ・サン

ドも医者を探し求めて走り回った頃であったから、この間に数曲のスケッチをすることは

難しいのではないだろうか。「もう死んでいる」と医者に診断された、とショパンが面白

おかしく書いている時期である。後になれば、多少の脚色をほどこした手紙を書くことが

できたとしても、真相はかなり深刻な健康状態であった。又、似ても非と断定したヒギン

スの説がある以上、1838年11月28日パルマの説は否定しなければならない。

　ショパンの自筆譜にみる限り、この曲も殆ど完成に近い形でマヨルカに持ちこまれたも

のである、と私は判断している。中間色のパリでショパンが愛用していたインキの色彩が

鮮明に読みとれるし、更にこれはマヨルカでの加筆であろう、と断定できる色調の淡い色

のインキとの相違が鮮やかに区別できるのである。

　この曲の疾走するかのような右手のパッセージは、第3－4、7－8、11－12、15－16

小節のマズルカ風の部分でさえぎられるように構成されている。まるでクーヤヴィーの平

原を吹き荒れる強風に舞う落ち葉と、風のまにまに聴こえるマズールといった解釈もでき

るかもしれない。自筆譜は、まえの第9番と同様に完成までに少し手を加えればよい状態

であった。拍子を示す3／4の4は、第6番と似たところがあり、あるいはこれ等の曲は同

じ頃に作曲されたものかも知れない［資料1、2］。6連音符や3連音符を示す数字は、マ

ヨルカで加筆されたものであり、明らかに淡色のインキで記入されている［資料3］。作曲

当初のショパンの考えでは、右の流れるように早いパッ一一ジは5連音符と考えていたよ

うであり、マヨルカで改めて弾きなおしてみて決定稿の段階で6・3といった数字が書き
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こまれたと判断できる。正確にはJ＝］H＝］と書くべきであったが、自筆譜にみるショパン

の書法は、気まぐれだ、といわれたショパンの演奏と重ねあわせると、そのままの方が適

切であると思われる［資料4］。左手のリズムを印象づけるようなアルペッジョの記号もマ

ヨルカでの加筆である。マズルカ風の3t4小節にみられるアッチェントの記号は、極め

て濃く書きつけられており、このマズルカ風の部分に殊更に重要な意味をもたせるものと

してアッチェソトを記入したとみることができる。少し奇計に感じられるのは、3・4小

節低音部の書き方で、第3小節バスの大字嬰ト音の2分音符を第4小節の同じ音の2分音

符で、これは算数的に合わないし、特に第4小節の右手で演奏する2分音符で書かれた小

字嬰卜音も算数的には合致しない［資料5］。これと同じ動きをする第7・8小節では算数

的に理解することができるが、第11・12小節と第15小節では再び2分音符が書かれていて

再度矛盾をみせている。こうした算数的に不合理なノーテーショソは、すでに第1番ハ長

調でも指摘しているが、ショパンが好んで用いた感性的な記譜法であり、そのことを心得

てか、フォンタナの写譜やヴォルフの写譜をもとにした独・英字はショパンの記譜法の通

りにしている。ショパンにしてみれば、音符の長さだけ、その音をホールドして欲しいと

考えたのであり、その結果がこうしたノーテーショソに表われたものであると考えられる。

2分音符を4分音符に書きかえると、何とも味気ないマズールになってしまうことにもシ

ョパンは気付いていた。第8小節がその例である［資料6］。常識的な記譜法をとっている

第8小節と第16小節［資料7コは、むしろ流れるように演奏することを考えたのかも知れ

ない。それ以外の第2拍に2分音符を置いた場合は、ホールド気味に演奏し、バスの小1

点嬰ト音を充分に響かせると考えたと解釈できる。曲につけられたスラー、ペダル記号も

マヨルカの加筆によるものである。曲の終りを示すfineの文字はバーつきであるが、次

の第11番と同じ筆致で書かれている。この傾斜角度の強いfineは、第21・22番のものと

も酷似しており、4曲は同じ頃に作曲されたものかも知れない［資料8・9］。
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　第11番　ロ長調

　ロ長調プレリュードは、自筆譜で見るかぎり次の第12番嬰ト短調よりは後で書かれたも

のである。自筆譜ではロ長調のプレリュードは、第12番の抹消した跡がにじみ出したよご

れを避けるように書かれている。ファクシミリ版では、第12番のぬりつぶした消去跡のイ

ンキの浸出が、何故か写し出されていないが、自筆譜ではこのインキの裏面からの浸出が

きわだってみえる。その為に、プレリュードの中でも、ひときわ好情的な美しさにみちた

ロ長調のこの曲が上部10段を使って書きつけられているのである。最後の2小節は、一段

あけることなく、上段に寄せて書かれている。

　この曲も、未完成のままマヨルカに運ばれたものである。その時点ではスケッチ風にな

ったままであったに違いない。自筆譜を詳細に調べてみると、インキの濃淡が鮮やかにみ

えてくる。パリに居る間に、少なくとも第21小節まで書きあげてあったのであろう。第21

小節の付点2分音符を書いて、ショパンはその後をどうするか迷っていたのに違いない。

それを示すかのように、第21小節以下の音譜は色の違う淡色のインキ、マヨルカで用いた

淡いセピア色のインキで書かれているのである。

　曲の速度標語VivaceもLegatoも共に淡色のインキで記入されており［資料10］、速度

を決めるどころか、第21小節以下の処理を考えながらパリから持っていったのであろう。

この美しい旋律の流れをどのような結末で終えるかに、ショパンは様々な楽想を考えたの

に違いない。

　第3・4・7・8・11・12・13小節にみられる小さな8分音符に斜線を入れた装飾音は

［資料11］、すべてマヨルカの加筆であり、ショパンがパリに居た頃には、この装飾音なし

で弾いていたものであろう。このアッポジャトゥーラは純粋に器楽的な装飾音であって斜

線のないアッポジャトゥーラとは明確に区別して演奏しなければならない。斜線のない小

さな8分音符のアッポジャトゥーラは旋律線を構成する重要な音であり、鋭く、短い器楽

的な装飾音とは一線を画して解釈し、美しくカンティレーナ風に演奏するように心掛けな

ければならない。前述の各小節のアッポジャトゥーラは、その意味で器楽的に華麗な効果

をあげるように演奏しなければならない。第15・16・19・20小節にみられる小さな2つの

16分音符で書かれたアッポジャトゥーラも、マヨルカの加筆であり、第14小節までの小さ

な8分音符で斜線つきの装飾音とは対称的に設けられて、この小さな2つの16分音符は旋

律線を構成する上での重要な音で、美しく歌わなければならない。この曲の冒頭でショパ

ンが記しているように、この曲はレガートの美しさを要求している。はじめの2小節が象

徴しているように、まずフィ・ンガー・レガートではじまり、次いで第3小節以下はペダル

　レガートとなっているが、第5・6小節では2小節にわたる長いペダルが用いられ、ペ

ダル・レガートでありながら響きの音楽を要求しており、第11小節で曲想をもり上げるべ

きところではセンッァ・ペダルとなり、フィンガー・レガートの美しさを出したのち、第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
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11・12小節のペダル・レガ”トで響きの音に移り落着きをとりもどしている。この曲全体

に、ショパンはレガートを要求しているが、それもフィンガー・レガートとペダル・レガー

トの違いを明快に表現することを要求しているのである。レガート奏法こそショパンの音

楽を演奏する上では欠くことのできない最も重要な演奏技法であることを、この曲は如実

に物語っている。それだけにショパンのペダル記号を忠実に守らなければならない。

　先に述べたように、第21小節でショパンの筆は一度止められている。高音部譜表の小さ

な4分音符1点嬰二音は［資料12］、まさにショパンらしいアッポジャトゥーラで、これこ

　6
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そ装飾音と見倣してはならない。コロラトゥーラの跳躍のように、この1点嬰二音から2

点嬰へ音に美しく跳躍しなければならない。FEは、ショパンの自筆譜を用いながらこの

アッポジャトゥーラを誤って読み、フォルテとしている。第22小節は第2小節と同じであ

り、第23小節の第1音・2点嬰二子を止めることによって曲を結んでいる。第23小節のペ

ダル記号をショパンは記入し忘れており、第2拍でペダルを入れ、第24小節の前の拍まで

長いペダルを用いていることにも気をつけなければならない。曲をしめくくるfineの文

字は、先述のように第10番の筆勢と似かよっている［資料13］。

　第12番　嬰ト短調

　ショパンは、第11番・ロ長調より先にこの曲に着手していた。ショパンの記譜上の特徴

として、先ず符頭だけを書き並べ、後で符尾と鉤を書くという方法で、かなり手早くこの

曲の構想は進展していったようである。彼の構想の方が、あるいは早くできあがりすぎて、

楽譜として仕上げることが難行していた節もみえる。第12小節［資料14］、第21小節［資料15］、

第28、第33小節、第36小節などは、書きながら気に入らず、手荒く消去し、その消去跡の

インキが浸み出て第11番プレリュードの下の段をよごしてしまっている。その消去法は、

まったく手荒い消し方で、初期のショパンの消去法にみられる方法、つまり消去する小節

を符頭を書き入れる為の太いペソを用いて斜線を何度も繰返して消去するという方法で、

この為にペン先でひつ掻かれた部分の紙面の裏にまでインキが浸出してしまっているので

ある。かなりの早さでショパンの筆は進み、主要な部分、例えば開始部の8小節は不動の

もとの決めており、この部分は符頭だけの記入で符尾はマヨルカで書くことにし、楽想の

趣くままに先に先にと筆を運んでいる。この8小節は、後で：再度用いると決め、第1小節

から第8・」・節の上段にアラビア数字を書きこみ、事実第49小節以下の8小節は小節を区切

りアラビア数字を書き込むという異記法をとっている。一気にかけ抜けるように書きあげ

たスケッチ状でマヨルカに持ちこんだものであろう。

　3拍子・フォルテで始まるこの曲は、左手の跳躍がありフォルテからクレッシェンドと

なっているために、プレリュードの中でも最もダイナミックに演奏する曲であり、極めて

精力的に演奏しなければならない、と考えられている。しかしこの楽譜をよく読んでみる

と、第21小節と第80小節にフォルテッシモが書かれているだけで、開始部のフォルテに続

く2小節余のクレッシェンドの先にはフォルテが書かれていない。開始部の主要な8小節

は、4小節の小楽節に分かれ、低声部の最初の3小節は第1拍にアッチェントをつけて強

勢し、次の2・3拍はスタッカートの軽いタッチに変化している。しかも続く第5小節か

ら第8小節までの左手はすべて軽いスタッカートの跳躍に変えられている。高音部譜表の

右手は頭声に4分音符を配置し、ソプラノはレガートのタッチで弾くように仕組まれてい

る。このように構成された曲が極めてダイナミックな曲であるどころか精確で微妙なタッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
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チの変化を要求するものであり、この意味では軽妙で軽快な旋律の流れで綴る第11番と面

対称を成すタッチを要求される曲であることに気づくであろう。

　また第9”・10小節と第18から20小節の間にはショパンはペダルをつけていない。ペダル

・レガートとアッチェントをつけた第1拍の響きを主とする第1小節から第8小節までの

音に較べると、第9・10小節のセンツァ・ペダルでの右手のレガートと左手のオクターブ

のスタッカートが見事な変化を導きだしてくれるのである。第12小節の斜線による消去を

すかしてみると、消去したものとは違い、3拍目を強調するように書かれている［資料

16］。サンドのいう「ショパンは1小節を何度も書き直し、結局最初のところにもどって

くる」という「マヨルカの冬」の一節を想い出すところであるが、この曲での消去の跡は、

殆ど読める限りつぶさに調べてみたが、同じ音に帰っていることは少ない。第21・22小節

はショパンも苦労をしたところで、第1拍、ソプラノの付点2分音符の1点曲玉と左手の

和音がかもし出す透明な響きにからみあうように、内声部でマズレックを構成している［資

料17］。ショパンは第22小節を第21小節と同じとして異記法をとったために、写譜の段階

でフォンターナの誤解するところとなり、GEではソプラノの付点2分音符がタイで結ば

れている［資料18］。更にショパンの自筆譜では、アッチェントとウエッジが明確に書かれ

てなく、多くの楽譜でウエッジと読みとられているが、自真底の異記法をみると第1拍に

つけられたアッチェントであることが明確である。この観点からすれば、第24小節のソプ

ラノの1点イ音は当然付点2分音符となる筈であるが、ショパンはそこに4分音符を置き、

続く第25小節の第1拍に再び付点2分音符を置いて1点イ音を強調し、ホ短調から二短調

を経過して、第28小節でト長調に誘いこんでゆく。この転調の妙味と、敢えて4分音符を

置くことに依ってリズム上のマンネリズムから脱却する方法をつくり出している。第1面

目にアッチェントを配したりズムパターンから次の新しいリズムに移行するために、第29

・30小節と第31・32小節を相応する小節として配置し、各2小節にウエッジをつけ、クレ

ッシェンドを経て第37小節の第2・3拍にアヅチェントをつけ、更に第38小節では空玉に

アッチェソトをつけて、第1拍目にのるリズムをこわして第41小節の再現に導いてゆく。

この辺りはリズムの変化の妙味と、転調、タッチの変化に気をつけなければならない。フ

ォンターナはこの写譜の際に第78・79小節を書き落したために、GEは他のエディション

に較べて2小節短くなっている。

　先に述べたように、この曲はかなり手早く書きあげ、符頭だけ書きこまれた部分と、符

尾、鉤も書きこまれた音符が雑居した、いわばスケッチ状態のものからマヨルカで完成さ

れた曲であるとみることができる。プレリュードの中でも長大な曲に入るこの曲も、例え

スケッチ状態であったとしても、後は加筆するだけのものであって、書きあげたときよほ

ど完成の喜びを味わったのであろう、終りを示すfineはその喜びを示すように簡潔に書

かれているが、その運筆が第24番二短調と同じ運びをしていることにも注目しなければな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
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らない［資料20］。速度標語は、Prestoになっているが、書きあげたときは、　Allegro又

はAllegro　moltoであったらしく、それを消してPrestoに書き更めている［資料21］。

そのインキは黒々としており、パリ時代初期のものかとも考えられる。
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Rue　Richelien．　St．　Petersbourg，　Maison　Braudus．　B．　et　Cie．　4594．　Londres，　chez　Wessel　et　Cie．

Leipzig，　chez　Breitkopf　et　Hartel．）

DB　ドイツ版、初版、ブライトコップ・ウント・ヘルテル社（Vingt－quatre　Pr61uder　pour　le

piano，　dedi6s　a　son　ami　J．C．　Kessler　par　Fred．　Chopin．　Oeuvre　28．　Propriete　des　Editeurs，　Pr．2

Rthlv．　Leipzig　chez　Breitkopf　＆　Hartel．　Paris，　chez　Pleyel　＆　Co．　6088．　Enr6gistr6　dans　L’Ar－

chive　de　L’Union．）

EWイギリス版、初版、ウェッセル社（Book　of　Twenty　Four　Grand　Preludes　through　all　Keys

for　the　Piano　Forte，　dedicated　to　his　friend，　Camille　Pleyel　by　Fred，　Chopin．　Performed　by　the

author　at　the　court　of　St．　Cloud．　Copyright　of　the　publishers．　op．．Ent．　Sta．　Hall．　Price　6／ca．　this

work　for　p．s．Boole　5　＆　6　of　Chopin’s　Grand　Studies．　London．　Wessel　＆　Co．　lmporters　of　Foreign

Music　＆　Publishers　of　all　the　Works　of　Chopin．　Kuhlau．　Hummel．　＆　C．　No．67　Frith　Street．　Cor－

ner　of　Soho　Square．　Paris．　Catelin　＆　Co．　Leipzig　Breitkopf　＆　Co．）

SC．1シャーマー版楽譜（Schirmers　Library　of　Musical　Classics．　vol．1547　Carl　Mikli　edition．）

SC．2シャーマー版楽譜（Schirmers　Library　of　Musica1　Classics．　vol．34　Rafael　Joseffy　edition．）

PT．1ペテルス版楽譜（Edition　Peters．　No．1908a．　Herrmann　Scholtz　ed．）

PT．2ペテルス版楽譜（Edition　Peters．　Leipzig，　No．6217　Herrmann　Scholtz．）

PDパデレフスキ版楽譜（Chopin　Complete　Works　editor　Paderewski　I．P．W．M）

WUウィーン原典版楽譜（Chopin，24　Preludes　op．28．　Hausen／Demus．　Wiener　Urtext　Edition．

UT　50005　Musikverlag　Ges．　m．　b．　H．　＆　CO．，　K．　G．，　Wien．）

HVヘンレ版楽譜（Fr6d6ric　Chopin　Pr61udes，　Nach　Eigenschriften　und　den　Erstausgaben

Herausgaben　und　mit　Fingersatz　Versehen　von　Hermann　Keller．　G．　Henle　Verlag　Mttnchen－

Duisburg．）

10



14．

15．

16．

17．

18．

19．

20．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　允　彦

COコルトオ版楽譜（Chopin　24　Preludes　op．28　student’s，　edition　by　Alfred　Cortot．　Transl．　by

David　Ponsonby，　Editions　Salabert，　Paris．）

BHブライトコップ・ウント・ヘルテル版楽譜（Preludes，　Scherzos，　Impromtus　fUr　das

Pianoforte　von　F．　Chopin．　Neue　Ausgabe．　Leipzig　Breitkopf　＆　Htirtel　11638．）

RIリコルディ版楽譜（Ricordi，　Chopin，24　Preludui　op．28　per　Pianoforte．　Brugnoli－Montani．

E．R．2521．）

KA．1カルマス版楽譜（Kalmus　Academic　Series．　Alexander　Lipsky．3337．）

KA．2カルマス版楽譜（Kalmus　Piano　Series．　Ed．　Mertke．3332．）

KA．3カルマス版楽譜（Kalmus　Piano　Series．“First　Critically　revised　Edition”，3343．）

DUヂュラン版楽譜（Edition　Classique　Durand．　Claude　Debussy．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　献

A．　Maurice　J．　E．　Brown；　ChoPin；an　lndex　of　his　works　in　chronologicalorder．　Robert　Maclehose　and

　　　Co．　LTD．　University　Press．　1972．

B．　Krystyna　Kobylafiska；　ReleoPisy　utworo’w　ChoPina　Katalog　lm　Verlag　Polskie　Wydawnictwo

　　　Muzyczne，　G．　Henle　Verlag　MUnchen．　Krakau　1977．

C　．　Krystyna　Kobylafiska；　RekoPisy　utworo’w　ChoPina　Katalog　Vol．1，　Polskie　Wydawnictwo　Muzycz－

　　　ne　1977．

D．　Krystyna　Kobylafiska；　ReleoPisy　utworo’w　ChoPina　Katalog　Vol．2，　Polskie　Wydawnictwo　Muzycz－

　　　ne　1977．

E　．　Jean－Jacques　Eigeldinger；　ChoPin　vti　Parses　e’leves，　Nouvelle　Edition　Entierement　remani6e，　A　La

　　　Baconnibre－PAYOT．

F．アンドレ・ジイド；ワイルド・ショパン（渡辺・中島・河上訳）新潮社。

11



㌣
国
＼
み
て
㊦
純
で
こ
μ
i
坑
㊦
単
孤

”t

へlttt　tt

　　tt　th

tt　tt1

！

’噌
　　、悉

’
知
　
．
ρ
晒

』
℃
宜
：
　
　
℃
蝋
」
喚

3
　
い
　
　
℃
謙
’
い
℃

セ
セ
　
セ
　
　

セ
ウ
セ
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　

し
ゅ
し

μ
脳
㌧
∴
、
　
』
欝
舶
昭
恥

㌦
－
－
　
蝋
昌

r

働製
X
噌
駝
噸
蔦
到
一
卵
三
寸

脚
繧

　
　
　
　
　
ン

、
轄
欝

　
ニ
　
ニ
ニ
リ
　
と

　
　
　
ほ
コ
　
　

　
．
ひ
霧
沸
　
か
ド
　
“
’

屡
盤
鍔
蓼
〆
β

　
ほ
コ
ヨ
ぐ
ノ
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　
ガ
　
き
　
ム
　
　
　
べ

撫
秘
飼

　
　
　
・
　
　
真
蚤
　
　
　
『
艶

　
告
峯

　
コ
ぞ｝

ダ
滑

　
の
　
　
　
　
　
ロ

～
妻
－
童
癖
寵
－

鄭
‡
朕
銀
一

∵
　
」
慧
・

セ
　
　
　
　
　
し
し
　
ゅ
ゆ
が
ハ
し

繭
翻

　　　　　．＿一　　　　　一　一　　　　　　　　　　卿　＿　　　　　　　ム　　L

　
　
　
ノ

義
．
．
悔

ダ　　i

邑
篤

馨

笈

孟
露
、難

物
二幅｝…㍊肇

㌍
刺
弔

　
細
糧
㌧

、
や
ぶ
礎

幅、

Z
章

　
㍗
：
・

　
叩

　
．
ギ
ぞ
P
ρ ，

．
嬬
、
　
チ

　
尋
占

下
働
贈

　
轡墨…

I

融
鋸

謹
…
膓
燕

　
　
な
　
　

じ
　
　
　
　
　
　
　
ウ

蒸
　
讃
　
3

　
膿
岬
　
　
　
　
　
∴
結

・SN　雛

　・　坤、知
　，　・，轟

も熱》

媛急撫
・・　…1・st

i
’

』
－
」

　
拶嬉

　
　
　
　
　
∵

　
　
プ
・
毒
．
擁

叩
蚕
・
｛
毛
更
8
　
　
’

㌦
〆
予
讃
二

　
　
一
量
℃

重
r
レ

6
ズ
㍉
一

　
　
ダ
ふ
，
　
．

誤
　
ナ

　炉…一一”“一d一一尚｝detv’一tドトL　㍉．一

1轡蓉
垂．華，，、～

　　　　　郎s

。
號

恥勤

癡
棟
B
三
》

、
ご
漕
糠

　
　
、
書
5

ξ
‘
r
　
一　

　
　
　
　
　
多

「
　
　
森
準
緊

　
　
存
至
φ
童
写

レ
　
ガ一

．
　
四
周

　
　
　
多
一
≠

も
鍵
二
4
…

」
〆
・
　
磨
∴
，

む
グ
ン

一
　
　
「

　
｝
」
や
’
愈
．
響
玉

、一

ﾓ
デ
綜
瞬

　
　
，
粛
：
」

　
　
　
番
蚤

～Pt　二
　　噛サ．

誓。dヒ
多

’」駒

pt

’

ll〆箒擁
　鯉蘇レ　，
i

　　　　　　「ゆ
「” @

榊deF－ww

1・／t　t

7
・

ほし∴

“
　
　
・
》
董
撃
　
　
」

濯
　
℃
　
・
5
ゆ
　
　
　
　
ヒ

　
w
　
㌧
一
生
嘉
が

　
β
　
ず
－

　
　
プ
ふ
、
・

、
・
　
、
－
¢

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶏
糞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ァ

．
箆
鷺
携
鍵

’

．
妊

tt甑t

F

「

r

t
ト

一
N



一
ω

笈

　
　
　
　
　
　
ら
♂

　
b
璽
．
L
舞
岬
、
。

　
　
　
　
　
　
　
叩

　
“
　
　
　
「

＼＼夢
　　 ～へ　～

㎝…り

　｝ハ
醐H曜廟轟轟

携．誕隷
　
騰
醤

　
が
旨
炉

樋
、彫

灘
／
榊
　
　

船
細
ギ
瑠
繍
…

滋
養
　
　

躍
擬
．
　
一

・
と
「
婁

　
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
ド

　
セ
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ

蟹
↓
ノ
…

鯵　　
翻
ピ

莚
　
石
－
　
　
レ
　
　

　
　
　
窪
円
（

　
　
　
い
（
」
r

　｛
　
÷

’
∴

　　
回
4
既

幽
叢
重

難
コ
…藻　　

　
　
　
～
　
‘
ξ

　　

ﾞ
婁

暴滋
…
靴
｝
－

織
論“…

犠霧蕪　蔓無品撮影τ鑑瓢剛
　
（
　
－

ト
　
　
　
　
　
ト 滋

〆
総
記

醗
灘

議
矯
’
　
〆

譲
馨

　　

E
　
卿
盤
難

譲
　　

鴫慧
　
鵜

嶋
一驚蜘 　

い

瓢F
　

　
｝

鞠瓢講
凱驚霧

岬螂

岬　　　
ロ既　’t羅鐙 　襯鷹

獄
蕊
二

　
↓
乱
　
　

趨
軍

㌃
円
　
〆
“
目
㌻

慰
勢

濃
，
搬

　
・
　
　
　
　
　
L
　
（
昂
’

　
、
　
－
　
　
’
卜
’
ド
ニ

　
艶
・
世

難
　
　
…

難
∴

　
ヘ
　
ホ
し璽

　
窯
繊
讐

　
　
　
　
脚
…

　
　
禦

…
璽
…

　　＝
糞

ト　薫
譲
q　　

叢同門隔 械
．脚聴糊璽

　
レ

【
…
石

畿円
歎

鰹論
㍑

　
｝ 　｝山

盛霧募　騨　灘

護
　…

　
圃
．難

一

盤
認
　
　
M

・
…
・
蟹
騙

離調』

納、一、

側
一

｝」…
　
．

…
璽

　
獲

　　欝　試
　
㌧

r
r

’
雷
r

…

t

，　　　　　　タ

・t一一一嚇脚曲蜘…脚・一・即一…・一…・・帖・階幽L…一・’e一ヒt’　一’t｝岬禰南｝t一胴’～～一轡一一一・㎝肋一一一　t・Pi一

熟議
灘撫♪

t　チ．

　　　一一一一瞬“W噛承軸固凱夙一騨鴨脚　　…唖一榊一一tV　H隔いしt凱tkUtい
、　トrLLtt・いし1貝舳一

　　　　　　ハいいじセゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　ゆしいぬハ　リコリヒ　トヘド　い　いハゾリ
＝　鵬＝驚。」二蹴訟㌻曲淵鵬匿蝶器瓢謙蹴繍ご畿篇諜トー一槍凱媒瓢繍嶋訟二：軍職鵬、　　…脚・’・“＾・一一・ド・・飼ド・蝋・漂いb・凱・覗騨噛・い・補・榔吃・“鴫・軸凱・醐蝋・r縣b榊門内ドL免ドド艸轟「琶叶鞭噛同　H㎝Vt　隅一嘩榊・・L榔紳L　d画・…贈蛸・vL榔一…

←3
?A

鉱「’一

．

　　　　　　　脚略　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　昴＿
　　＿＿榊串＾隔」w」L梱レ榊噛Wi一一凱wh－OP一鵡～WhtSWWpfU榊h郵恥ヒLレ凹しhド幅一r＿隅一」一暁帰h幽榊・A’LV」”L」」・4－li一噛vt両／Hdw画しUPt．巾’」ヒ脚、噛℃贈馬「い羽州　一．Hve’卍　’「de〔dV’一「｛’tt’“’r県巴・r－Fe一電一L麟L械肺ドnL　L℃・LVL・晩」甲噛肺脚

　　一帰rw「略へM鴇上訴nv￥pmtw■“一騨弔　■．弔一胴｝　一匹一nHH一”L・t“FthtLtUt臣Lh甑師嚇㎞ド
　　　　　　一艸醐廟二一～一　昂【椰職｝一噛wト噛di　

　　【　域唖一瓢1糊噛甲【■一・k“dtv臣＿蜘日・＝白　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿瞬幽頃」串＿・
呼噺目固固一　 bttdeH壁一■h“一画酬蝋耶ρ1噛鴨Lr1L、岬、L　脚ド1　甲鴇廟レ｛ド胃4飾脚弔、．■mu　　　　械弔　 帰嚇esmUw一山鳳ト一曲L　L■e吐トr固ドいnv
　一一一Alit榊蝸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 噛脚蝸一一tUH門tL■、r　　hHpmh一■一＿らし「L蝋昂ド“一hh噛榊噸螂一四一レー幽　禍喝H－pm．一一一ny－op．“　　 廟一一由　世岬　 内門　一Wh一一“ew

　岬脚輯＾wt「L「凱 黷k凹　　　　　　 ．　　　　　｛軸　…L噛“「Hww
　　　　　　　　　　twt－wwttttefi　，　，TT－ua．T：ww’mr’Hr－r’7L’；wn’”V－bt’：ww一一’　：ew’t’：一HH一”’t’：Lt“’　wwtwwHP“ptet

－w固　肖一HW糊へ哩“伸陥…　期h脚咲画一　叩蜘噌備　b叩日1“N凶凧僧’e’　

霧轍，

蹴轟 ’　
’

’

　
　
　
　
グ撫

罐
N



㌣
国
〉
て
3
曵
て
こ
μ
ー
エ
㊦
雪
踏

鄭
‡
棘
路
ω

　　一一　穿　　　　　　　　　　ゴ

ダ　 円’

岱．一籔雲門 搾目論
．。脚 ’

幽…、

ﾖ
響
誌響難

等
幸
∴ 藁

嚢
馨
、

・…

@　

難
継
捲
三
ド
論
難
・
∴
－

？p　　．

　
”
、
　
∴
讐
　
　
灘
篇
繋
蹴
9
「

詮
、離

．
津
島
灘
懲
瞬
、

錨
騨
、
㌧
婁
墜
…
．
一
君
塊
㍗
穿
ミ

十
（

　
セ
じ
ニ

嚢
蓼
幽
灘
　
騨

鎌饗

ﾅ
繁
華

れ
　
　
や

難
擁

　
　
　
　
岬

売

ハ．

S
・
鯵
∵
．
劃

　
か
瞬

　
　
∵
　
　
　
　
蝋
　
一 瀬

磁
　
㌶
∵
響
嚢
宛
－

　
　
　
　
魂

　
　
　
　
　

幽
浅
識
”
．

　
籍
．
難
壌

霧麹屡講藪略　織塵

譲渡遡繋鐡
滋灘琴轟灘

議猛1

Lv“ma．k－pt
々r織一概
㍗　（・へ骨「

難、。＝鴛㌔嘩、

蟻酸
編、　　L、、紳1

ア織“欝舞 w雛簸灘

　　・呪や　““・畳｝・

　　s
鶴…勢
ヤ　｝そ　、

“ゴ鷲1砕賛r藻葱
轟一冊二糧∫∴；濠，、1鳶塾

国論童、蛇熱海憾

　　　　’　　
ド

　k　　　　　－　　pmrw一一．t－vtev－t－S”一tt’t’t一一一一一P

刷

創
甥

　　　　　　　　’　　
のし・

ムL　　　　　　　　　　　　　　？」蓋」s　　　　噂　　診」　キ紫’諜∵㌦臓　：累γ∵甚，iミ了丁

轟髭－気
　　　　幽嘩伽醐　 7．』　　　　〆母　　　

亀

　　　　一・や

醗二選・葎｛

暴評

…一ｱ㍗＿＿．．　　　メ““’【一， @」’Pド“ド　　　　　　　　き　　 @　　に　　アヂ　コ 　　ノ　ぞ　　ヒリ　　　　　　　　　　　ァ　 に

触㌦．　 一．　

：　 ＿一　｝…隅賊呪蝋＝㌦㌦

　　；
　繁やぺ二∫端篭．、
　　桝L二四づ∫F伽＿＿隔

　　　毒∵嚇略・・卿母』』

釜1㌶轟

瞬欝籍
　　　　　　　　ゴ　　　ヨ　　　　　　　　ヒ

ヒ鱗欝藁∴ジ融資藁

嚢灘鍵灘

、
驚
、
　
8
、
「
．
莚
免
一
．
懇
～
メ
　
二
糞
・
撃
・
・
ぞ
護
奪
∴
、
ご
．
馨

∫窟煙弾望農
㌧証　鷺・そ・S

ぐ一”＾円

　　いへし　　　　　ア

　診蝋ρ
　　　しいL炉

・・鋼一L一挫や導箪識謝「

　　　　　　　ヤ函　臨画一難滋謂」襯灘1
レ…　　　　H　　　r鴇咄蜥域舳　　　　　　　　　 函叫」

4　一a
奄狽?黶E．・；2ij一’，L

…t『等

罪
置
マ

熱
，

疑
．璽

　

　
　
霧
鞭
疹
、
鑑
．

奪
．
鞭
慧
、
欝
愛
糞
、
嚢

羅
軽
業
欝
欝
　
鴇
　
　
旧
離

　
轟

　φ｝同　唱吊同L、陣　　 Lト

幽r1…　　 ’

ら　　　嬰

評

欝欝難簸魁町ミ
℃脇噺　イ劉固脚醐晒脚轡肺L吊酬L曲戦

葺

　ド　ィ’㌧，白a，一
編ヂ｛痛一一・．誤∫、　’

区



酔
　
無
　
誘
　
酬

辣
註
鞭
融
轟

～ダ

tt @t　t　tt

，
　
匪

、

　
品
℃
　
』
陣

〆　
戯
馬
砦
“
慧
電

　
　
　
「

鎖
し

ピ

，
，
壁
・

　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
辱
導
P

拶
階
∴
剃
’

類
塵
∵
，
牽

　
　
　
　
ほ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　　

s
勧
・
響

・
夢
∵
ピ

ド
ア
　
　
　
　
　
　
ら
セ

～、

∮
g
、
一
を
、

脚
　
」
…
：
。
」
壁
L
弩
『
∵
：

・　

ﾋ
鋳

　
　
ニ
ニ
ニ
ニ
　
ぐ
　
　
ゴ
　
　
　
　
ゴ

ニ
　
　
’
…
　
　

ゴ
ヂ
声

　
一
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
の
　
モ
ゴ
モ
ヨ
や

憲
叢
薄
懸
鯛
奪

ン
拶
、
け
．
二
一

　
　
一
・
　
　
　
　
　
一

　　

@
卿
・
廼
ぎ
葉
癖

　　

@
・
尋
冴
麟
、
穿
毒
㎜

　
・
・
　
　
　
　
観
、

魚
孟
　
ゐ
ξ
｝
’

　
　
　
肇
τ

　
r
〔
、
重
τ
　
　
　
’
｛
亜

・
建　

　
　
ぎ

　
　
到
・
．
。
　
即
、
陸

　
　
　
鵜
㌢

　
　
マ
ヰ
　
ダ
で
　
　
　

　
セ
　
ミ

　
　
　
・
卜
い

　
　
書
孕
　
　
　
（
－
．
｝

　
　
」
隊
　
　
　
．

　
　
r
二
砥

　
　
妻
雲
玉
L
　
　
　
　
　
　
、

　
　
口
㌃
’

　
　
一
ト
訊
磯
－
ぞ
ト
∵
℃

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ロ

　
　
観
～
　
一
t

　
　
　
　
　∵

鄭
灘

牟
　
一

刀
げ
　
・

だ
諭
，
’

導
　
・

7
∵

㌶
壁
」
一

宮
ゼ

　鞍

訣
､

．
∵
．
ジ
』
斤
竃

臓
　
紙

　岬 榊

ま
ギ
、

　　

@　

x
　
ず

一
搾
「
㍗

、
声
卿
晦
　
鎗
鳶
・

…、

ｯ．R
、

　
　
　
　
　
　
避

♂
，
新
玉
♂

　
　
　
　
　
　
　
“
：
慰

　
　
、
断

；
「
，
「

撫
一
愚
纂
霊
ボ
，
穆

《
器
‘
「
善
！

晦
饗
、
．
∴
、
・
・

賊
ボ
・
ギ
・

灘
病
垂
鐸

・
麟
鳶

　
　
．
ボ

㎎
袖
ギ
や
r
飢

　
　
　
㌃
氏
ぎ

〆尋

ﾅ
・
塁
雛
、

　　

@　

ｿ．

浴
o
複

　　

@　

@　

@　

@・

`
脚

　　
@　、

｡
，
嘉
、

　　

@　
@碧

薦
　
…

｛津慰
　
r

〆霧
鰍
磐
聖

　
　
　
　
、
獣

　
　
　
　
　
r

‘」

o　　群　」

紘∵識
舞　鴫：E
乾∵・・．一s：州・
ボ　　：’　　　［『　一　t　’n’

1越1撫
1ぜ1撃

　
三
吟
肇
、
鮎
音
，

毒
、．
k
、
，
写
轟
“
㌦
副
、
ピ

　
　
　
　
　
　
一
』
伽
　
　
　
　
石

｝
　
麟
礒
。

　
《
い
紅
詑
、
函
．
岬
、
、
、
一
、
，
．
．
．

　
　
…
　
∴
脳

　
　
塾
　
　
　
　
　
　
「
　
量

．
・
、
盛
雛
噸
、
。
、
、

・
霞
壱
・

・
・
無
・
・
国
℃
、
冨

　
｝
　
　
き
「

　
…
寄
畢
・
　
‘

」
勧
、
」
ド
拶

撫
誌
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡

意
耳
夢
光
、
、

聴
…
、
一
，
P
、
奪
凄

　
　
　
　
　
　
ビ

　
　
　
　
　
　
リ

薫
劇
∴
・
∴
鍵
轡
傘

慧
、
／
二
　
　

鰍灘謡
㌣
∵
ゴ
距
．
建
「
　

　
　
　
　
呼
一
鷺
尋
響
一
、

～
－
犠
凄
、
隠
無
『
　

矯
概
》

　
ギ
を
ぎ
先
前

ギ
畿
．
・
飛

　
、
　
　
　
　
　
帯

・“ju・wt－pt

、3．瞬・
富
撫
亙
」

．
∴

・
蟻
ひ，

τ
糧
犠
．

L
　
　
鼻
緒
、
　
∴

：畦纏
∴∴遍・・稿
概麹醐…

　ゴ∴〆ギ齢軸翻吻瑠が
：　”印’∵・轡
　　円　　“tt匿

ン
秘一

響

甥
誌

。
ノ
’

一
黛
∴

・
』
（
L
ド
、
：
－
℃

う
で
　
　
ら
　
セ
　
ノ

・
艘
　
　
〆
．

　
裳
　
　
　
　
一
．

　
蹴
　
・
　
　
一
－

講
　
卿

　
馨
艸
．
・
　
齢
．

遷
二
　

　
ψ
し
廓
　
ヒ

・
…
鑑
欝

「
す

∴
》
．

ゴ
菱
∴

　
鴇
婁
写
♂

　
賦
」
∵
∴

　
や
い
こ

叢
詳

tt @t　　t

tt　　　　　t

嶺


